


































































　飲食器はその用途から、1 ）煮炊器、2 ）調理器、3 ）盛食器、
4 ）盛酒器、 5 ）貯蔵器、 6 ）把取器に分けられる。また素材
からは青銅器、銀器、漆器、陶器に分けられる。以下用途ごと
に説明する。
























　 3 ）盛食器（第 2 図 7 〜17）
　　盛食器は胴部が深く有蓋の盒と皿状の盤・豆に分けられる。
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前者の型式を漆盒 A 式、後者を漆盒 B 式とする。一方でそ
れぞれの型式には大型のもの（12・13）と小型のもの（10・
11）があり、前者は 2 点ずつが、後者は 1 点が出土している。
従って、漆盒は A 式と B 式がセットであったと考えられる。
陶盒は 6 点が出土している。やや扁平ではあるが、秦から前

































































　 1 ）鏡（ 1 〜 3 ）
　　鏡は 3 点が、いずれも東室から出土している。
　 2 ）印章（ 4 ）
　　印章も東室から出土している。印面は田字格で「曲陽君胤」
とある。
　 3 ）香炉（ 5 ・ 6 ）





　 4 ）燭台（ 7 ・ 8 ）
　　いずれも北室から出土。7 は皿部が 1 、8 は皿部が 3 つある。
③俑（第 3 図10）
　木俑のみが出土している。拱手し、足を見せない姿をしてい
る。西室から 7 点、南室から 3 点が出土している。
④玉器（第 4 図）
　玉器は 1 〜 3 が東室から出土した以外は、いずれも棺内から
出土している。




　 4 は帯鈎で腰部から出土。 5 ・ 6 は璧で、表面の穀粒文が 3
は小さく、 6 は大きい。 5 ・ 6 ともに 3 点が出土している。こ
のうち 5 の 3 点、 6 の 2 点は死者の上半身から出土。 6 の 1 点
は内棺と外棺の間で、死者の頭部側から出土している。 7 ・ 8
は玉璜で、 7 は 8 点、 8 は 4 点が出土しているほか、 3 と同型









































































　飲食器はその用途から、1 ）煮炊器、2 ）調理器、3 ）盛食器、
4 ）盛酒器、 5 ）貯蔵器、 6 ）把取器に分けられる。また素材
からは青銅器、漆器、陶器、滑石器に分けられる。以下用途ご
とに説明する。
　 1 ）煮沸器（第 6 図 1 〜10）
　　煮沸器の器種としては、鼎・甗・釜がある。





















































第 6 図　放王崗 1号墓出土遺物（1）
現状　1/6
仕上がり　1/12
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第 7 図　放王崗 1号墓出土遺物（2）
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第 9 図　放王崗 1号墓出土遺物（4）











　 6 ）把取器（第 7 図 1 〜 3 ）
　　把取器としては柄杓が出土している。出土したのは青銅器
のみで、大型のもの（ 1・2 ）と小型のもの（ 3・4 ）がある。
②　生活用品
　生活用品には青銅製の博山炉（第 7 図 5 ）・燭台（第 7 図 7 ）、
漆案（第 7 図 8 ）、木几（第 7 図 9 ）、漆六博盤（第 7 図10）、
木杖（第 7 図11）、印章（第 8 図 1 ）、五銖銭（第 8 図 2 ）、青









③　玉器（第 8 図 9 〜15）












　男性俑には座俑（ 1 ・ 2 ）、立俑（ 3 〜 6 ）がある。座俑は
いずれも冠を被らず、身体の前で手を組むもの（ 1 ）と片手を
胸の前にあげるもの（ 2 ）に分かれる。立俑は冠を被るもの（ 5・
6 ）と被らないもの（ 3 ・ 4 ）に分けられ、それぞれに手を組
むもの（ 3 ・ 5 ）と片手のみを胸前にあげるもの（ 4 ・ 6 ）、
足をだすもの（ 5 ・ 6 ）と出さないもの（ 3 ・ 5 ）がある。
































で対象とした北山頭 1 号墓・放王崗 1 号墓は、いずれも大型墓
に位置づけられる。

































































































































　前漢前期の北山頭 1 号墓では、甗（第 3 図 5 ）、盒（第 3 図 4 ）、
盉（第 3 図18）、壺（第 3 図26・27）などは戦国時代の器種・
型式のものが副葬されている。それに対して、脚部が短い鼎（第





えられるものは蓋付の鼎（第 8 図 1 ）と壺（第 8 図31）のみで、












北山頭 1 号墓と放王崗 1 号墓の両者に共通する器物としては、
香炉（第 4 図 5 ・ 6 、第 9 図 5 ）、燭台（第 4 図 7 ・ 8 、第 9









































放王崗 1 号墓では種類・量ともに多くなっている。放王崗 1 号
墓の人物俑では、男性俑と女性俑、座俑と立俑といった種類に
加え、冠の有無、着衣の別など、複雑な構成をしている。同時
に出土した瑟を考慮するならば、伎楽俑も含まれていたと考え
られる。さらに放王崗 1 号墓では車馬模型も出土している。
　人物俑も戦国時代からみられるが、発達するのは秦漢代に
入ってからである。その背景には、死者が墓中で暮らすという
死生観があったと考えられる
４　前漢時代巣湖地区の墓制
　以上の検討を踏まえて、前漢時代巣湖地区の墓制についてま
とめてみたい。
　前漢前・中期の巣湖地区大型墓の埋葬施設には、戦国時代以
来の木材が使用されている。前期の北山頭 1 号墓は木槨墓であ
り、戦国時代の伝統が継承されている。巣湖地区では調査例が
少ないが、隣接する安徽省南部では、前漢時代を通して木槨墓
が造営されており、埋葬施設の伝統は根強いものがあったと考
えられる。ただし中期の放王崗 1 号墓は木室墓となっており、
遅くとも中期には一定の規模の墓葬は木室墓へと移行したと考
えられる。
　副葬品は飲食器、生活用品、俑、玉器を基本としている。飲
食器は、青銅器による儀礼や祭祀の道具、漆器による儀礼祭祀
（62）
二六四
とともに日常的な食事に対応した道具、陶器や滑石器の葬送の
ための明器から構成されている。このうち青銅器は戦国時代以
来の伝統を引いているが、前期の北山頭 1 号墓から中期の放王
崗 1 号墓にかけて、戦国時代の要素が減少し、秦漢時代以降の
新しい要素が増加するといった変化が見られる。ただしその変
化は漸移的であることから、戦国時代から秦漢時代にかけての
儀礼や祭祀には大きな断絶がなかったことが考えられる。
　また飲食器に日常的な食事に対応した道具が多数副葬されて
いることは、生活用品の副葬や俑の発達ともあわせて、墓葬が
死者の住む住居であるという考え方が強くなっていったことの
反映と考えられる。このことは墓葬施設に扉を設け、墓葬を住
居として見立てている木室墓の出現とも呼応するものといえる。
　以上の検討をまとめるならば、巣湖地区の漢墓の墓制は、墓
葬を死者の住居として、そこで被葬者が快適な暮らしができる
ように副葬品を選ぶ、といった秦漢墓の基本的な性格を備えて
いるといえる。同時に、木材を使った埋葬施設や祭祀儀礼の青
銅器の副葬などには、戦国時代以来の伝統が継承されていたこ
とが確認できるが、その要素は前期から中期にかけて減少して
いくことも認められる。このことは、巣湖地区において、戦国
墓から秦漢墓への変化が漸移的に進んだことを反映したものと
考えられる。
（63）
二六三
巣湖漢墓の墓制
おわりに
　以上巣湖地区の墓制について見てきたが、最後にこの検討結
果を秦漢墓の墓制という面から考えてみたい。
　文中でも言及したが、先秦時代の墓葬では威信材としての青
銅礼器を中心として、やはり威信材としての車馬具などが副葬
されており、死者が死後も生前と同じ身分で過ごすことを目的
とする墓制が採用されていた。しかし戦国時代になると、墓葬
は死者の住居としての性格が強くなっていく。
　秦漢時代に入り統一国家が成立すると、青銅器は威信材とし
ての性格がなくなり、儀礼祭祀の道具としての用途のみが遺さ
れるようになる。その結果、墓葬は更に被葬者の住居としての
性格を強めることとなり、生活用品や俑などの副葬を中心とし
た秦漢墓へと移行していったのである。
　本稿で検討した巣湖地区の前漢前期・中期の大型墓でも副葬
品は生活用品と俑を中心としており、秦漢墓への移行が進んで
いたことがわかる。ただし、前漢前期には戦国時代以来の伝統
も遺されており、その移行は漸移的に進んだと考えられる。
　このような漸移的に移行した巣湖地区に対して、西安地区の
墓制がそのまま持ち込まれた地域も存在している（13）。このよう
な移行の違いの意味を検討することが今後の課題となろう。
（64）
二六二
註
（1）中国における近年の秦漢考古学研究の成果は以下の書物にまとめ
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 　小澤正人「江漢地域における秦墓の成立」（飯島武次編『中華文
明の考古学』所収　同成社，2014年）
（3）調査報告書は以下の通りである。
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與研究』（2013年　北京燕山出版社　北京）
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二六一
巣湖漢墓の墓制
（6）湖南省博物館「長沙象鼻嘴一号西漢墓」（『考古学報』1981年第1
期）
（7）河北省文物研究所・鹿泉市文物保管所編著『高荘漢墓』（2006年
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